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A.研究目的 
パーキンソン病の歩行障害の定量的測定系を構
築し定量的に歩行障害の把握のためにどのような
測定を行うべきか検討した。 
 
B.研究方法 
シート式加重計を用いて、二足歩行、前向き四足
歩行、後ろ向き四足歩行を測定した。各トライアル
を 3 回ずつ施行し，1 トライアルあたり定常状態の
2歩行周期(計 6周期)を用いて，歩長及び歩行周期
の平均を算出した。被験者にはインフォームドコン
セントの上同意書を取得し研究を行った。 
 
C.研究結果 
パーキンソン病の歩行障害は空間的パラメータ
ーが時間的パラメーターよりも障害を受けやすい
が、正常高齢者との比較では差はわずかであったこ
とを確認した。更に後ろ向き四足歩行において正常
との差が顕著に表れることを明らかにした 
 
D.考察 
後ろ向き四足歩行がパーキンソン病の早期から
障害されており、進化論的に難しい後ろ向き四足歩
行が、パーキンソン病において早期から障害される
可能性があると考えた。 
 
E.結論 
  
歩行解析の結果、後ろ向き四足歩行がパーキンソン
病の早期から障害されている可能性が示唆され今

後更に症例を蓄積し、検討していく予定である。 
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研究要旨 
パーキンソン病における二足歩行及び四足歩行の定量的解析をおこなった。既報告通
り、パーキンソン病の歩行障害は空間的パラメーターが時間的パラメーターよりも障害
を受けやすいが、正常高齢者との比較では差はわずかであったことを確認した。更に後
ろ向き四足歩行において正常との差が顕著に表れることを明らかにした。後ろ向き四足
歩行がパーキンソン病の早期から障害されている可能性が示唆された。 
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